
1 旅行業法及びこれに基づく命令

以下の各設問について、それぞれの選択肢の中から答を1つ選びなさい。

(1) 法第1条（目的）に関する次の記述のうち、正しいものをすべて選んでいるのはア～エのうちどれ
か。

ａ唖旅行者の利便の増進
ｂ唖旅行者の数の適正な確保
ｃ唖旅行者への旅行に関する啓蒙
ｄ唖旅行業等を営む者の組織する団体の適正な活動の促進

ア唖ａ，ｂ イ唖ａ，ｄ ウ唖ｂ，ｃ エ唖ｃ，ｄ

(2) 次の行為のうち、報酬を得て事業として行う場合、旅行業又は旅行業者代理業の登録を受けなけれ
ばならないものはどれか。

ア唖人材派遣業者が、旅行業者の依頼を受けて添乗員を派遣する行為
イ唖旅行業者の依頼を受けて、その旅行業者が実施している企画旅行の募集用パンフレットを旅行者
に配布し、旅行者からの旅行参加の申込みを受付け、申込金を収受する行為
ウ唖宿泊事業者が自ら経営する旅館の海鮮料理食べ放題の企画を新聞広告で募集する行為
エ唖旅行業者の依頼を受けて、海外のホテルを手配する行為

(3) 登録業務範囲に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。

ア唖第2種旅行業者は、国内旅行業務取扱管理者を選任している営業所において、本邦内の企画旅行
（参加する旅行者の募集をすることにより実施するものに限る。）に係る旅行契約及び本邦外の手
配旅行契約の締結をすることができる。
イ唖旅行業者代理業者は、所属旅行業者の登録業務範囲が第2種旅行業務である場合、総合旅行業務
取扱管理者を選任している営業所において、本邦外の企画旅行（参加する旅行者の募集をすること
により実施するものに限る。）に係る旅行契約を所属旅行業者を代理して締結することができる。
ウ唖第3種旅行業者は、総合旅行業務取扱管理者を選任している営業所において、本邦内及び本邦外
の受託契約を結んでいる他の旅行業者が実施する企画旅行契約（参加する旅行者の募集をすること
により実施するものに限る。）を、当該他の旅行業者を代理して締結することができる。
エ唖第1種旅行業者は、総合旅行業務取扱管理者の選任の有無にかかわらず、全ての営業所において
本邦内及び本邦外の企画旅行（参加する旅行者の募集をすることにより実施するものに限る。）を
実施することができる。
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(4) 旅行業等の登録に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

ア唖第3種旅行業への変更登録の申請をしようとする第1種旅行業者は、変更登録の申請書を主たる
営業所の所在地を管轄する都道府県知事に提出しなければならない。
イ唖旅行業者が更新登録の申請を、有効期間満了の日の2ヶ月前までに行った場合で、登録行政庁か
ら更新の登録をした旨の通知が有効期間の満了の日までにないときでも、旅行業者は引き続き旅行
業務に関し旅行者と契約を締結することができる。
ウ唖有効期間の更新の登録がなされたときは、その登録の有効期間は、従前の登録の有効期間の満了
の日の翌日から起算する。
エ唖総合旅行業務取扱管理者を選任して、第2種旅行業の新規登録を申請しようとする者は、その申
請書を国土交通大臣に提出しなければならない。

(5) 登録の拒否に関する次の記述のうち、その事由として誤っているものはどれか。

ア唖禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終えた日から7年を経過した者
イ唖営業所ごとに、旅行業務取扱管理者を確実に選任すると認められない者
ウ唖旅行業者代理業を営もうとする者であって、その代理する旅行業を営む者が2以上であるもの
エ唖第3種旅行業を営もうとする者であって、その基準資産額が250万円であるもの

(6) 営業保証金に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。

ア唖旅行業者は、営業保証金を供託し、供託所から供託物受入れの記載のある供託書を受領すれば、
直ちに、その事業を開始することができるが、営業を開始したときは、7日以内に当該供託書の写
しを添付して、その旨を登録行政庁に届け出なければならない。
イ唖旅行業者代理業者自らが供託すべき営業保証金の額は、前事業年度における旅行業務に関する旅
行者との取引の額にかかわらず250万円と定められている。
ウ唖旅行業者と旅行業務に関し取引をした者のうち、その取引によって生じた債権に関し、当該旅行
業者が供託している営業保証金について、その債権の弁済を受ける権利を有する者は旅行者に限定
される。
エ唖第2種旅行業、第3種旅行業の登録を受けた者の営業保証金の供託は、主たる営業所の所在地を
管轄する都道府県知事にしなければならない。

(7) 旅行業務取扱管理者に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。

ア唖旅行業者等は、その営業所の旅行業務取扱管理者として選任した者のすべてが欠けた場合、新た
に旅行業務取扱管理者を選任するまでの間は、その営業所において、すべての旅行業務を取り扱う
ことができない。
イ唖旅行業者の営業所の長は、旅行業務取扱管理者でなければならない。
ウ唖旅行業者等は、旅行業務に従事した経験が1年未満である者を、旅行業務取扱管理者に選任して
はならない。
エ唖旅行業務取扱管理者は、旅行者から請求があったときは、所定の様式による旅行業務取扱管理者
の証明書を提示しなければならない。

- 2 -



(8) 旅行業務取扱管理者の選任に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

ア唖旅行業者代理業者の営業所の旅行業務取扱管理者は、その所属する旅行業者の営業所の旅行業務
取扱管理者を兼務することができる。
イ唖第1種旅行業であっても、本邦内の旅行のみを取り扱う営業所においては、国内旅行業務取扱管
理者試験に合格した者を当該営業所の旅行業務取扱管理者として選任することができる。
ウ唖旅行業者等は、破産者で復権を得ないものを、旅行業務取扱管理者として選任することはできな
い。
エ唖第3種旅行業者の本邦外の旅行業務を取り扱う営業所においては、総合旅行業務取扱管理者試験
に合格した者を旅行業務取扱管理者として選任しなければならない。

(9) 旅行業務取扱管理者の職務に関する次の記述のうち、法令で定められているものをすべて選んでい
るのはア～エのうちどれか。

ａ唖法第12条の規定による料金の掲示に関する事項
ｂ唖法第12条の9の規定による標識の掲示に関する事項
ｃ唖旅行に関する苦情の処理に関する事項
ｄ唖契約締結の年月日、契約の相手方その他の契約の内容に係る重要な事項についての明確な記録
又は関係書類の保管に関する事項

ア唖ａ，ｂ イ唖ｂ，ｃ ウ唖ａ，ｂ，ｄ エ唖ａ，ｃ，ｄ

(10) 旅行業務の取扱料金（企画旅行に係るものを除く。）に関する次の記述のうち、正しいものはどれ
か。

ア唖旅行業者は、事業の開始前に、旅行者から収受する旅行業務の取扱料金を定め、旅行者からの請
求があった場合には掲示しなければならない。
イ唖旅行業務の取扱料金は、契約の種類及び内容に応じて定率、定額その他の方法により定められ、
旅行者にとって明確なものでなければならない。
ウ唖旅行業者代理業者は、所属旅行業者の承認を得て、自らの旅行業務の取扱料金を定めることがで
きる。
エ唖第2種旅行業者は、旅行業務の取扱料金を変更するときは、料金の変更を実施する7日前までに
主たる営業所の所在地を管轄する都道府県知事へ届け出なければならない。
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(11) 旅行業約款に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。

ア唖第2種旅行業者が、第3種旅行業へ変更登録する場合は、約款に記載された企画旅行（参加する
旅行者の募集をすることにより実施するものに限る。）の契約に係る事項を削除した約款について、
登録行政庁の認可を受けなければならない。
イ唖旅行業者代理業者は、自らが定めた旅行業約款又は標準旅行業約款を、その営業所において、旅
行者が見やすいように掲示又は閲覧することができるように備え置かなければならない。
ウ唖旅行業者は、旅行業約款に記載されている弁済業務保証金からの弁済限度額が減額となる場合
は、当該約款について登録行政庁の変更認可を受けなければならない。
エ唖旅行業者が、旅行業約款を定める場合、旅行中の損害の補償に関する事項は、旅行業約款の記載
事項の1つである。

(12) 取引条件の説明に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。

ア唖旅行業者等は、企画旅行契約を締結しようとするときは、旅行業務の取扱料金に関する事項につ
いて旅行者に説明しなければならない。
イ唖旅行業者等は、手配旅行契約において、対価と引換えに乗車券類、宿泊券その他の旅行サービス
の提供を受ける権利を表示した書面を交付するときは、その取引の条件について旅行者に説明しな
くてよい。
ウ唖旅行業者等が企画旅行契約を締結しようとするとき、旅行者に交付する書面には企画者の氏名又
は名称及び住所並びに登録番号を記載しなければならない。
エ唖旅行業者が旅行の相談に応ずる行為に係る旅行業務について契約を締結しようとするときは、旅
行業者の責任及び免責に関する事項を旅行者に説明しなければならない。

(13) 法第12条の5（書面の交付）に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

ア唖旅行業者等は、旅行者と手配旅行契約を締結したときは、当該旅行者の請求に基づき、当該旅行
者に対し国土交通省令で定める事項を記載した書面又は当該旅行に関するサービスの提供を受ける
権利を表示した書面を交付しなければならない。
イ唖旅行業者等は、旅行者と手配旅行契約を締結したときは、旅行者に交付すべき書面に、当該契約
に係る旅行業務取扱管理者の氏名及び旅行者の依頼があれば当該旅行業務取扱管理者が最終的には
説明を行う旨を記載しなければならない。
ウ唖旅行業者は、企画旅行契約において取引条件の説明書面に記載した内容どおりの旅行が実施でき
るときでも、書面の交付を省略することができない。
エ唖旅行業者は、書面の交付に代えて、旅行者の承諾を得て、国土交通省令で定める電子情報処理組
織を使用する方法その他の情報通信の技術を利用する方法で、当該書面に記載すべき事項を旅行者
に提供することができる。この場合、当該書面を交付したものとみなされる。
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(14) 外務員に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。

ア唖外務員とは、勧誘員、販売員、外交員その他いかなる名称を有する者であるかを問わず、旅行業
者等の役員又は使用人のうち、その営業所以外の場所でその旅行業者のために旅行業務について取
引を行う者をいう。
イ唖旅行業者等の外務員が当該旅行業者等の営業所内で、旅行業務について取引を行う場合は、外務
員証を提示しなければならない。
ウ唖旅行業務取扱管理者は、旅行業務取扱管理者証をもって外務員証にかえることができる。
エ唖旅行業者代理業者の外務員の証明書は、その代理する旅行業者の発行するものでなければならな
い。

(15) 企画旅行の募集広告の表示事項に関する次の記述のうち、正しいものをすべて選んでいるのはア～
エのうちどれか。

ａ唖企画旅行業者の登録番号
ｂ唖契約の解除に関する事項
ｃ唖旅程管理業務を行う者の同行の有無
ｄ唖旅行の目的地及び日程に関する事項

ア唖ａ，ｄ イ唖ｂ，ｃ ウ唖ａ，ｃ，ｄ エ唖ｂ，ｃ，ｄ

(16) 誇大広告の禁止事項に関する次の記述のうち、 の中に入る語句の組み合わせで正しいも
のはア～エのうちどれか。

ａ唖旅行地における旅行者の ① の確保に関する事項

ｂ唖旅行者が旅行業者等に支払うべき ② に関する事項

ｃ唖旅行者に対する ③ の補償に関する事項

ｄ唖旅行業者等の業務の ④ 、資力又は信用に関する事項

ア唖①利便 ②取消料 ③損害 ④種別
イ唖①安全 ②対価 ③損害 ④範囲
ウ唖①安全 ②取消料 ③苦情 ④種別
エ唖①利便 ②対価 ③苦情 ④種別
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(17) 標識に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。

ア唖旅行業者等は、営業所において、国土交通省令で定める様式の標識を、公衆に見やすいように掲
示するか、又は旅行者が閲覧できるように備え置かなければならない。
イ唖標識には営業所において選任された旅行業務取扱管理者及び旅程管理業務を行う主任者の氏名を
記載しなければならない。
ウ唖業務の範囲が本邦内及び本邦外の手配旅行を実施する第3種旅行業者の標識の色は、白色と定め
られている。
エ唖旅行業者代理業者の標識には、その所属旅行業者の登録番号及び氏名又は名称を記載しなければ
ならない。

(18) 企画旅行の円滑な実施を確保するための措置に関する次の記述のうち、正しいものをすべて選んで
いるのはア～エのうちどれか。

ａ唖旅行地において旅行に関する計画に定めるサービスの提供を受けるために必要な手続の実施そ
の他の措置
ｂ唖旅行に関する計画に定めるサービスの旅行者への確実な提供を確保するために旅行の募集開始
前にすべての予約を完了その他の措置
ｃ唖旅行に関する計画に定めるサービスの内容の変更を必要とする事由が生じた場合における代替
サービスの提供を受けるために、必要な手続の実施その他の措置
ｄ唖旅行に関する計画における2人以上の旅行者が同一の日程により行動することを要する区間に
おける円滑な旅行の実施を確保するために必要な集合時刻、集合場所その他の事項に関する指示

ア唖ａ，ｂ イ唖ａ，ｄ ウ唖ａ，ｃ，ｄ エ唖ｂ，ｃ，ｄ

(19) 禁止行為に関する次の記述のうち、正しいものをすべて選んでいるのはア～エのうちどれか。

ａ唖旅行者に対し、旅行地において特定のサービスの提供を受けることを強要する行為をしてはな
らない。
ｂ唖旅行業務に関し取引をする者に対し、その取引に関する重要な事項について、故意に事実を告
げず、又は不実のことを告げる行為をしてはならない。
ｃ唖禁止行為の規定の適用範囲は旅行業務取扱管理者と旅程管理業務を行う者に限って課せられた
規定である。
ｄ唖旅行業務に関し取引をした者に対し、その取引によって生じた債務の履行を不当に遅延する行
為をしてはならない。

ア唖ａ，ｂ，ｃ イ唖ａ，ｂ，ｄ ウ唖ａ，ｃ，ｄ エ唖ｂ，ｃ，ｄ
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(20) 企画旅行（参加する旅行者の募集をすることにより実施するものに限る。）を実施する旅行業者の
代理（受託契約）に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

ア唖旅行業者は、他の旅行業者が実施する企画旅行について、受託契約を締結したときは、旅行業者
代理業の登録を受けなくても、当該受託契約の相手方を代理して企画旅行契約を締結することがで
きる。
イ唖第1種旅行業者は第2種旅行業者の受託旅行業者となることができない。
ウ唖委託旅行業者及び受託旅行業者は、受託契約において、委託旅行業者を代理して企画旅行契約を
締結することができる受託旅行業者の営業所を定めておかなければならない。
エ唖委託旅行業者と受託旅行業者が、受託契約において、当該受託旅行業者を所属旅行業者とする旅
行業者代理業者のうち当該委託旅行業者を代理して企画旅行契約を締結することができるものを定
めたときは、その受託契約において定められた旅行業者代理業者は、当該委託旅行業者を代理して
企画旅行契約を締結することができる。

(21) 旅行業者代理業者に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

ア唖旅行業者代理業者は、所属旅行業者の有効期間の更新の登録時に所属旅行業者にあわせて更新の
登録を行う。
イ唖旅行業者代理業者は、その所属旅行業者を誤認させるような表示をしてはならない。
ウ唖旅行業者代理業者は、旅行業務に関し取引をしようとするときは、所属旅行業者の氏名又は名称
及び旅行業者代理業者である旨を取引の相手方に明示しなければならない。
エ唖登録行政庁は、旅行業者代理業者に対し、その行う営業が旅行業であると誤認させないようにす
るための措置をとるべきことを命ずることができる。

(22) 登録行政庁が旅行業者等に命ずることができる措置（業務改善命令）に関する次の記述のうち、正
しいものをすべて選んでいるのはア～エのうちどれか。

ａ唖旅程管理業務を行う主任者を解任すること。
ｂ唖企画旅行に関し旅行者から収受する対価を変更すること。
ｃ唖旅行業約款を変更すること。
ｄ唖企画旅行の円滑な実施のための措置を確実に実施すること。

ア唖ａ，ｃ イ唖ｂ，ｃ ウ唖ａ，ｂ，ｄ エ唖ｂ，ｃ，ｄ
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(23) 登録の取消し等に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

ア唖登録行政庁は、旅行業者が不正の手段により、新規登録、有効期間の更新の登録又は変更登録を
受けたときは、当該旅行業者の登録を取消すことができる。
イ唖登録行政庁は、旅行業者等が旅行業法若しくは旅行業法に基づく命令又はこれらに基づく処分に
違反したときは、6ヶ月以内の期間を定めて業務の一部又は全部の停止を命じることができる。
ウ唖登録行政庁は、旅行業者等の登録を取消すときは、遅滞なく、理由を付して、その旨を旅行業者
に通知しなければならない。
エ唖登録行政庁は、旅行業者が登録を受けてから6ヶ月以内に事業を開始しないときは、その登録を
取消すことができる。

(24) 旅行業協会の業務に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

ア唖旅行業協会は、旅行者から社員以外の旅行業者が取り扱った旅行業務に関する苦情について解決
の申出があったときは、その相談に応じる義務はない。
イ唖旅行業協会は、一定の課程を定め、旅行業務取扱管理者の職務に関し必要な知識及び能力につい
ての研修を実施しなければならない。
ウ唖旅行業協会は、旅行業務の適切な運営を確保するための旅行業者等に対する指導を実施しなけれ
ばならない。
エ唖旅行業協会は、旅行業務に関する取引の公正の確保又は旅行業及び旅行業者代理業の健全な発達
を図るための調査、研究及び広報を実施しなければならない。

(25) 弁済業務保証金制度に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。

ア唖保証社員と旅行業務に関し取引をした旅行者が、その取引によって生じた債権に関して旅行業協
会が供託している弁済業務保証金から弁済を受ける場合は、その債権について当該保証社員の登録
行政庁の認証を受けなければならない。
イ唖旅行業協会に加入しようとする旅行業者は、その加入しようとする日の7日前までに所定の弁済
業務保証金分担金を旅行業協会に納付しなければならない。
ウ唖旅行業者は、旅行業協会の保証社員となったときは、供託した営業保証金を取り戻すことができ
る。
エ唖旅行業協会が供託している弁済業務保証金から弁済を受ける権利を有する者は、保証社員または
当該保証社員を所属旅行業者とする旅行業者代理業者と旅行業務に関し取引をしたすべての者であ
る。
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2 旅行業約款、運送約款及び宿泊約款

1唖次の各設問について、それぞれの選択肢の中から答を1つ選びなさい。

(1) 標準旅行業約款（募集型企画旅行契約の部）に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。

ア唖旅行業者は、旅行者が旅行業者の定める旅行日程に従って、運送・宿泊機関等の提供する運送、
宿泊その他の旅行に関するサービスの提供を受けることができるように手配するが、旅程を管理す
ることまでは引き受けていない。
イ唖旅行業者が法令に反せず、かつ、旅行者の不利にならない範囲で口頭により特約を結んだとき
は、その特約が優先する。
ウ唖「募集型企画旅行」とは、旅行業者が、旅行者の募集のためにあらかじめ、旅行の目的地及び日
程、旅行者が提供を受けることができる運送又は宿泊のサービスの内容並びに旅行者が旅行業者に
支払うべき旅行代金の額を定めた旅行に関する計画を作成し、これにより実施する旅行をいう。
エ唖旅行業者は、契約の履行に当たって、手配の全部を本邦内または本邦外の手配を業として行う者
に代行させることはできない。

(2) 標準旅行業約款（募集型企画旅行契約の部）に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

ア唖旅行業者は、電話、郵便、ファクシミリその他の通信手段による契約の予約を受け付ける。この
場合、予約の時点では契約は成立しておらず、旅行者は、旅行業者が予約の承諾の旨を通知した
後、旅行業者が定める期間内に、旅行業者に申込書と申込金を提出又は会員番号等を通知しなけれ
ばならない。
イ唖申込金は、旅行代金又は取消料若しくは違約料の一部として取り扱う。
ウ唖旅行者から、契約の申込時に特別な配慮が必要とする旨の申し出があり、これに基づき旅行業者
が当該旅行者のために講じた特別な措置に要する費用は、旅行者の負担とする。
エ唖旅行者が旅行業者の定める期間内に申込金を提出しない場合又は会員番号等を通知しない場合
は、旅行業者は、予約がなかったものとして取り扱い、違約料を申し受ける。

(3) 標準旅行業約款（募集型企画旅行契約の部）「契約の締結」に関する次の記述のうち、誤っている
ものはどれか。

ア唖通信契約によらない場合、旅行業者は、申込金の支払いを受けることなく、契約の締結を承諾す
ることにより、契約を成立させることができる。
イ唖通信契約において電子承諾通知を発する場合は、当該通知が旅行者に到達した時に成立する。
ウ唖通信契約の申込みをしようとする旅行者は、申込みをしようとする募集型企画旅行の名称、旅行
開始日、会員番号等を旅行業者に通知しなければならない。
エ唖旅行業者は、旅行業者があらかじめ明示した性別、年齢、資格、技能その他の参加旅行者の条件
を満たしていないときは、当該旅行者との旅行契約の締結を拒否できる。
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(4) 標準旅行業約款（募集型企画旅行契約の部）「契約書面、確定書面」に関する次の記述のうち、正
しいものはどれか。

ア唖確定書面を交付した場合であっても、旅行業者が契約により手配し旅程を管理する義務を負う旅
行サービスの範囲は、契約書面に記載するところに特定される。
イ唖契約書面において、確定された運送若しくは宿泊機関の名称を記載できない場合には、当該契約
書面において表示上重要な運送若しくは宿泊機関の名称を限定して列挙すれば、確定書面を交付す
る必要はない。
ウ唖国内旅行の確定書面は、遅くとも旅行開始日の前日から起算してさかのぼって6日目に当たる日
より前に旅行者に交付しなければならない。
エ唖旅行業者は、契約の成立後、速やかに旅行者に旅行日程、旅行サービスの内容、旅行代金その他
の旅行条件及び旅行業者の責任に関する事項を記載した契約書面を交付しなければならない。

(5) 標準旅行業約款（募集型企画旅行契約の部）「契約の変更」に関する次の記述のうち、誤っている
ものはどれか。

ア唖旅行業者は、運送・宿泊機関等の利用人員により旅行代金が異なる旨を契約書面に記載した場合
において、契約の成立後に旅行業者の責に帰すべき事由によらず当該利用人員が変更になったとき
は、契約書面に記載したところにより旅行代金の額を変更することができる。
イ唖利用する宿泊機関が宿泊サービスの提供を行っているにもかかわらず、当該宿泊機関の過失によ
り部屋の不足が生じたため、旅行の実施に要する費用が増加した場合、旅行業者は、増加した費用
の金額の範囲内で旅行代金を増額することができる。
ウ唖旅行業者は、天災地変等その他の旅行業者の関与し得ない事由が生じた場合において、旅行の安
全かつ円滑な実施を図るためやむを得ないときは、旅行者にあらかじめ速やかに当該事由が関与し
得ないものである理由及び当該事由との因果関係を説明して、旅行日程、旅行サービスの内容その
他の契約の内容を変更することがある。
エ唖旅行業者は、利用する運送機関について適用を受ける運賃・料金が、著しい経済情勢の変化等に
より、通常想定される程度を大幅に超えて増額されたため、旅行代金を増額するときは、旅行開始
日の前日から起算してさかのぼって15日目に当たる日より前に旅行者にその旨を通知しなければな
らない。
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(6) 標準旅行業約款（募集型企画旅行契約の部）「旅行者の契約解除権」に関する次の記述のうち、
誤っているものはどれか。

ア唖旅行開始後において、旅行業者が自らの責に帰すべき事由で契約書面に記載した旅行サービスを
受領することができなくなったことを告げたときは、旅行者は取消料を支払うことなく旅行サービ
スの当該受領することができなくなった部分の契約を解除することができる。
イ唖旅行者が旅行開始後に旅行業者の責に帰すべき事由によらず、契約書面に記載した旅行サービス
を受領することができなくなり契約を解除したときは、当該旅行サービスに対して取消料、違約料
その他の既に支払い又はこれから支払わなければならない費用にかかる金額は、旅行業者の負担と
する。
ウ唖旅行者が通信契約を解除した場合、旅行業者は、提携会社のカードにより所定の伝票への旅行者
の署名なくして取消料の支払いを受けることができる。
エ唖運送機関について適用を受ける運賃・料金が、著しい経済情勢の変化等により通常想定される程
度を大幅に超えて増額されたため、旅行代金が増額されたときは、旅行者は旅行開始前に取消料を
支払うことなく契約を解除することができる。

(7) 標準旅行業約款（募集型企画旅行契約の部）「旅行業者の解除権－旅行開始前の解除」に関する次
の記述のうち、誤っているものはどれか。

ア唖通信契約を締結した場合であって、旅行者の有するクレジットカードが無効になり、当該旅行者
が旅行代金等に係る債務の全部を提携会社のカード会員規約に従って決済できなくなったときは、
旅行業者は、当該旅行者に理由を説明して契約を解除することができる。
イ唖旅行者が、旅行業者があらかじめ明示した参加旅行者の条件を満たしていないことが判明したと
きは、当該旅行業者は、当該旅行者に理由を説明して契約を解除することができる。
ウ唖旅行者が、契約内容に関し合理的な範囲を超える負担を求めたときは、旅行業者は、当該旅行者
に理由を説明して契約を解除することができる。
エ唖旅行者が、契約書面に記載した期日までに旅行代金を支払わないときは、当該期日において旅行
者が契約を解除したものとすることができる。

(8) 標準旅行業約款（募集型企画旅行契約の部）「旅行業者の解除権－旅行開始後の解除」に関する次
の記述のうち、誤っているものはどれか。

ア唖旅行業者は、旅行開始後に旅行者が病気になり旅行の継続に耐えられないときは、契約を解除す
ることができるが、この場合、旅行者が出発地に戻るための旅行に要する一切の費用は、旅行業者
が負担する。
イ唖旅行業者は、旅行開始後であっても旅行者が同行する他の旅行者に対する暴行又は脅迫等により
団体行動の規律を乱し、当該旅行の安全かつ円滑な実施を妨げるときは、契約の一部を解除するこ
とができる。
ウ唖旅行業者は、旅行開始後であっても、天災地変、戦乱、暴動、運送・宿泊機関等の旅行サービス
提供の中止、官公署の命令その他の旅行業者の関与し得ない事由が生じた場合であって、旅行の継
続が不可能となったときは、契約の一部を解除することができる。
エ唖旅行業者が、旅行開始後に契約を解除したときは、旅行業者と旅行者との間の契約関係は、将来
に向かってのみ消滅し、旅行者が既に提供を受けた旅行サービスに関する旅行業者の債務について
は、有効な弁済がなされたものとする。
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(9) 標準旅行業約款（募集型企画旅行契約の部）「旅行代金の払戻し」に関する次の記述のうち、正し
いものはどれか。

ア唖旅行業者は、旅行開始日の前日に旅行者から契約解除の申し出があった場合、既に収受した旅行
代金から所定の取消料を差し引いた額を契約書面に記載した旅行開始日までに払い戻さなければな
らない。
イ唖旅行業者が、旅行開始後に契約を解除した場合、旅行者に払い戻すべき金額が生じたときは、当
該解除の日の翌日から起算して14日以内に払い戻さなければならない。
ウ唖旅行開始後に天災地変により旅行の継続が不可能となったため、旅行業者が通信契約を解除した
ことにより、旅行者に対し払い戻すべき金額が生じたときは、契約書面に記載した旅行終了日の翌
日から起算して30日以内に旅行者に対し払い戻すべき金額を通知する。
エ唖旅行業者の責に帰すべき事由により、契約書面に記載した旅行日程に従った旅行の実施が不可能
になったため、旅行者が旅行開始前に契約を解除した場合、旅行業者が既に収受していた旅行代金
の全額を所定の期日までに旅行者に払戻しをすれば、旅行者の旅行業者に対する損害賠償請求権は
消滅する。

(10) 標準旅行業約款（募集型企画旅行契約の部）「旅程管理」に関する次の記述のうち、誤っているも
のはどれか。

ア唖旅行業者は、すべての募集型企画旅行に添乗員その他の者を同行させて旅程管理業務その他当該
募集型企画旅行に付随して旅行業者が必要と認める業務の全部又は一部を行わせなければならな
い。
イ唖旅行業者は、旅行サービスの内容を変更するときは、変更後の旅行サービスが当初の旅行サービ
スと同様のものとなるよう努めること等、契約内容の変更を最小限にとどめるよう努力しなければ
ならない。
ウ唖旅行業者が、旅行者が旅行中旅行サービスを受けることができないおそれがあると認められると
きは、契約に従った旅行サービスの提供を受けられるために必要な措置を講じなければならない。
エ唖旅行業者は、契約内容を変更せざるを得ないときは、代替サービスの手配を行うが、この際、旅
行日程を変更するときは、変更後の旅行サービスが当初の旅行サービスと同様のものとなるよう努
めなければならない。

(11) 標準旅行業約款（募集型企画旅行契約の部）「責任」に関する次の記述のうち、誤っているものは
どれか。

ア唖旅行業者は、契約の履行に当たって、手配代行者が過失により旅行者に損害を与えたときは、そ
の損害を賠償する責任を負う。
イ唖旅行業者は、契約の履行に当たって、旅行業者の過失により旅行者の身体に損害を与えたとき
は、旅行者が損害発生の翌日から起算して2年以内に旅行業者に対して通知したときに限り、その
損害を賠償する責任を負う。
ウ唖旅行業者は、国内旅行の募集型企画旅行契約の履行に当たって、旅行業者の過失により旅行者の
手荷物に損害を与えたときは、損害発生の翌日から起算して14日以内に旅行業者に対して通知が
あったときに限り、その損害を賠償する責任を負う。
エ唖旅行業者は、故意又は重大な過失により旅行者の手荷物に損害を与えたときは、手荷物について
生じた損害については、手荷物1個につき15万円を限度として賠償する。

- 12 -



(12) 標準旅行業約款（募集型企画旅行契約の部）「旅程保証」に関する次の記述のうち、誤っているも
のはどれか。

ア唖旅程保証は、運送・宿泊機関等が当該旅行サービスの提供を行っているにもかかわらず、運送・
宿泊機関等の座席、部屋その他の諸設備の不足が発生したことによる契約内容の重要な変更にも適
用される。
イ唖旅行業者が支払うべき変更補償金の額は、旅行者1名に対して1募集型企画旅行につき旅行代金
に15％以内の旅行業者が定める率を乗じた額をもって限度とする。
ウ唖旅行参加者の生命又は身体の安全確保のため必要な措置による契約内容の変更には、変更補償金
は支払われない。
エ唖旅行者1名に対して1募集型企画旅行につき支払うべき変更補償金の額が1,000円未満であると
きは、旅行業者は変更補償金を支払わない。

(13) 標準旅行業約款（受注型企画旅行契約の部）に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

ア唖旅行業者は、企画書面において、旅行代金の内訳として企画料金の金額を明示することができ
る。
イ唖旅行者は、旅行開始後において、契約書面に記載された旅行サービスを円滑に受領するため、万
が一契約書面と異なる旅行サービスが提供されたと認識したときは、旅行終了後速やかにその旨を
旅行業者に申し出なければならない。
ウ唖「受注型企画旅行」とは、旅行業者が旅行者からの依頼により、旅行の目的地及び日程、旅行者
が提供を受けることができる運送又は宿泊のサービスの内容並びに旅行者が旅行業者に支払うべき
旅行代金の額を定めた旅行に関する計画を作成し、これにより実施する旅行をいう。
エ唖旅行業者は、契約の申込みをしようとする旅行者からの依頼があったときは、当該旅行業者の業
務上の都合があるときを除き、当該依頼の内容に沿って作成した旅行日程、旅行サービスの内容、
旅行代金その他の旅行条件に関する企画の内容を記載した書面を交付しなければならない。

(14) 標準旅行業約款（受注型企画旅行契約の部）「契約責任者」に関する次の記述のうち、誤っている
ものはどれか。

ア唖契約責任者は、特約を結んだ場合を除き、その団体・グループを構成する旅行者の契約の締結に
関する一切の代理権を有しているものとみなす。
イ唖契約責任者は、旅行業者が定める日までに、構成者の名簿を旅行業者に提出しなければならな
い。
ウ唖旅行業者は、契約責任者と旅行契約を締結する場合において、申込金の支払いを受けなければ契
約を成立させることはできない。
エ唖旅行業者は、契約責任者が団体・グループに同行しない場合、旅行開始後においては、あらかじ
め契約責任者が選任した構成者を契約責任者とみなす。
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(15) 標準旅行業約款（募集型企画旅行契約の部、受注型企画旅行契約の部）「特別補償」及び「別紙特
別補償規程」に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

ア唖旅行業者が故意又は過失により旅行者に損害を与えたときは、別紙特別補償規程で定める補償金
に加えて、その責任に基づいて支払うべき損害賠償金を支払う。
イ唖旅行業者は、旅行業者の責任が生ずるか否かを問わず、別紙特別補償規程で定めるところによ
り、旅行者が企画旅行参加中にその生命、身体又は手荷物の上に被った一定の損害について、あら
かじめ定める額の補償金及び見舞金を支払う。
ウ唖「企画旅行参加中」とは、旅行者が企画旅行に参加する目的をもって旅行業者があらかじめ手配
した乗車券類等によって提供される旅行日程に定める最初の運送・宿泊機関等のサービスの提供を
受けることを開始した時から最後の運送・宿泊機関等のサービスの提供を受けることを完了した時
までの期間をいう。
エ唖旅行者があらかじめ定められた企画旅行の行程から離脱する場合において、離脱及び復帰の予定
日時をあらかじめ旅行業者に届け出ていたときは、離脱の時から復帰の予定の時までの間は「企画
旅行参加中」とする。

(16) 標準旅行業約款（募集型企画旅行契約の部、受注型企画旅行契約の部）「別紙特別補償規程」に関
する次の記述のうち、補償金等の支払いの対象となるものはどれか。

ア唖自宅から旅行出発地の空港（集合場所）まで利用したタクシーが事故を起こしたことにより、旅
行者が被った傷害
イ唖国内旅行参加中に発生した地震によって被った傷害
ウ唖自由行動日の市内散策中に盗難にあったショルダーバッグ
エ唖出発地の空港の搭乗待合室に置き忘れたデジタルカメラ

(17) 標準旅行業約款（募集型企画旅行契約の部、受注型企画旅行契約の部）「別紙特別補償規程」に関
する次の記述のうち、損害額及び損害補償金の支払額として誤っているものはどれか。

ア唖補償対象品の1個又は一対についての損害額が10万円を超えるときは、旅行業者は、そのものの
損害の額を10万円とみなす。
イ唖旅行業者が支払うべき損害補償金の額は、旅行者1名に対して一企画旅行につき15万円をもって
限度とする。
ウ唖損害額が旅行者1名について1回の事故につき3,000円を超えない場合は、旅行業者は損害補償
金を支払わない。
エ唖旅行業者が損害補償金を支払うべき損害の額は、補償対象品を購入した時の金額を基準とする。
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(18) 標準旅行業約款（手配旅行契約の部）に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。

ア唖「旅行代金」とは、旅行業者が旅行サービスを手配するために、運賃、宿泊料その他の運送・宿
泊機関等に対して支払う費用及び当該旅行業者所定の旅行業務取扱料金並びに変更手続料金をい
う。
イ唖旅行業者が善良な管理者の注意をもって旅行サービスの手配をしたときであっても、満員、休
業、条件不適当等の事由により、運送・宿泊機関等との間で旅行サービスの提供をする契約を締結
できなかった場合は、旅行業務取扱料金は収受できない。
ウ唖旅行業者は、旅行開始前において、運送・宿泊機関等の運賃・料金の改訂、為替相場の変動その
他の事由により旅行代金の変動を生じた場合は、当該旅行代金を変更することができる。
エ唖精算旅行代金が、旅行業者が旅行代金として既に収受した金額を超えるときは、旅行者は旅行業
者にその差額を支払い、既に収受した金額に満たないときであっても、旅行業者は旅行者にその差
額を払い戻す必要はない。

(19) 標準旅行業約款（手配旅行契約の部）「旅行契約」に関する次の記述のうち、誤っているものはど
れか。

ア唖旅行業者は、口頭による特約をもって、申込金の支払いを受けることなく、契約の締結の承諾の
みにより契約を成立させることがある。
イ唖「手配旅行契約」とは、旅行業者が旅行者の委託により、旅行者のために代理、媒介又は取次を
すること等により旅行者が運送・宿泊機関等の提供する旅行サービスの提供を受けることができる
ように、手配することを引き受ける契約をいう。
ウ唖手配旅行契約は、旅行業者が契約の締結を承諾し、申込金を受理した時に成立する。
エ唖旅行業者は、運送サービス又は宿泊サービスの手配のみを目的とする手配旅行契約であって旅行
代金と引換えに当該旅行サービスの提供を受ける権利を表示した書面を交付するものについては、
口頭による申込みを受け付けることがある。

(20) 標準旅行業約款（旅行相談契約の部）に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

ア唖旅行者が、旅行業者の契約の履行に当たっての過失により損害を被ったときは、その損害発生の
翌日から起算して6ヶ月以内に旅行業者に通知しないとその損害の賠償を受けることができない。
イ唖旅行者が、旅行業者の作成した旅行の計画に記載した運送・宿泊機関等について、運送・宿泊等
のサービスの提供を受ける契約を締結できなかったときは、旅行業者は、既に収受していた相談料
金を旅行者に返還しなければならない。
ウ唖旅行業者が契約の申込みを電話で受け付けたときは、契約は旅行業者が契約の締結を承諾した時
に成立する。
エ唖旅行業者が相談料金を収受することを約して、旅行者の委託により、旅行の計画の作成をするこ
とは、旅行相談契約の業務の1つである。
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2唖一般貸切旅客自動車運送事業標準運送約款に関する次の記述のうち、誤っているものを1つ選びなさ
い。

ア唖バス会社は、旅行業者が企画旅行の実施のため、当該バス会社に旅客の運送を申し込む場合は、当
該旅行業者を契約責任者として運送契約を結ぶ。
イ唖バス会社は、地方運輸局長に届け出たところにより、特別な設備を施した車両を使用する場合は、
運賃の割り増しをすることができる。
ウ唖運送契約は、旅客の運送を申込む者から運送申込書の提出があり、バス会社がこれを引き受けたと
きに成立する。
エ唖バス会社は、天災その他当該バス会社の責に帰することができない事由により輸送の安全の確保の
ため一時的に運行中止その他の措置をしたときは、これによって旅客の受けた損害を賠償する責に任
じない。

3唖国内航空2社（日本航空、全日空）の国内旅客運送約款に関する次の記述のうち、誤っているものを
1つ選びなさい。

ア唖航空会社は、手荷物引換証の持参人が当該手荷物の正当な受取人であるか否かを確かめなかったこ
とにより損害が生じたときは、その損害の賠償に応じる。
イ唖適用運賃及び料金は、旅客が航空機に搭乗する日において有効な旅客運賃及び料金とするが、航空
券の購入後に、搭乗する便の運賃が値上げされた場合には、当該値上げの実施日後2ヶ月間に限り、
当該航空券の購入時において有効であった現に搭乗する便の運賃又は料金を適用運賃又は料金とす
る。
ウ唖航空会社が受託手荷物を紛失した場合、旅客はその手荷物を受け取るはずであった日から21日以内
に文書で通知しなければ、航空会社は賠償する責に任じない。
エ唖航空会社は、12歳以上の旅客に同伴された座席を使用しない3歳未満の旅客については、同伴者1
人に対し1人に限り無償にてその運送を引き受ける。

4唖ＪＲ旅客営業規則に関する次の記述のうち、誤っているものを1つ選びなさい。

ア唖往復乗車券のうち片道の営業キロが600キロを超えるときは、往路、復路ごとの区間について、そ
れぞれ普通旅客運賃を1割引する。
イ唖普通団体の取扱いをするために必要な旅客数は8人以上である。
ウ唖乗車券類紛失によって再発行を受けた旅客が1年以内に当該乗車券類を発見した場合は、その乗車
券類と「再収受証明書」により手数料を支払い、旅客運賃・料金の払戻しを請求することができる。
エ唖小児の片道普通旅客運賃、特別急行料金、普通急行料金、座席指定料金及び寝台料金は、それぞれ
大人の半額とし、10円未満のは

・

数は切り捨てた額である。
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5唖フェリー標準運送約款に関する次の記述のうち、誤っているものを1つ選びなさい。

ア唖フェリーへの自動車の積込み及び陸揚げは、船長又はフェリー会社の係員の指示に従い、自動車の
運転者が行う。
イ唖フェリー会社は、乗船者の疾病が発生した場合は、航行経路の変更の措置をとることができる。
ウ唖旅客が使用する車いすの料金は無料である。
エ唖回数券の通用期間は発売当日を含めて1ヶ月間である。

6唖モデル宿泊約款に関する次の記述のうち、誤っているものを1つ選びなさい。

ア唖宿泊客が、宿泊中に当初申込み時の宿泊日を超えて宿泊の継続を申し入れた場合、ホテル（旅館）
は、その申し出がなされた時点で当初の宿泊契約が継続されたものとして処理する。
イ唖ホテル（旅館）は、宿泊客に客室を提供し、使用が可能となったのち、宿泊客が任意に宿泊しな
かった場合においても宿泊料金を申し受ける。
ウ唖ホテル（旅館）は、宿泊客に契約した客室を提供できないときは、宿泊客の了解を得て、できる限
り同一の条件による他の宿泊施設をあっ旋する。
エ唖ホテル（旅館）は、宿泊客が連絡をしないで宿泊日当日のあらかじめ明示された到着予定時刻を一
定の時間経過した時刻になっても到着しないときは、その宿泊契約は宿泊客により解除されたものと
みなして処理することがある。
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3 国内旅行実務

1唖大人20人で構成する普通団体が、次の行程で旅行を実施した。
行程及び資料に基づき、次の設問について該当する答をそれぞれ1つ選びなさい。

[1日目〕 平成18年8月31日（木）

札幌駅 7：00
スーパー北斗2号

在来線特急普通車自由席
10：11 函館駅

函館駅 10：40
白鳥18号

在来線特急普通車指定席
13：52 八戸駅（旅館宿泊）

[2日目〕 平成18年9月1日（金）

八戸駅 8：56
はやて8号

東北新幹線普通車指定席
12：08 東京駅（都内のホテル宿泊）

[3日目〕 平成18年9月2日（土）

東京都内から貸切バスに乗車、以降4日目の上野駅まで貸切バスを利用

東京駅 9：00
貸切バスにて観光

17：00 下田温泉（旅館宿泊）

[4日目〕 平成18年9月3日（日）

下田温泉 10：00
貸切バスにて観光

17：00 上野駅

[4日目・5日目〕 平成18年9月3日（日）～9月4日（月）

北斗星3号（在来線特急「Ｂ寝台」を利用)
上野駅 19：03 盛岡駅

ＩＧＲいわて銀河鉄道
目時駅

青い森鉄道
八戸駅 8：56 洞 駅

洞 駅 13：49
スーパー北斗9号

在来線特急普通車指定席
15：31 札幌駅
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〈資料〉

〈ＪＲの運賃（距離）〉 運賃表
521～ 540㎞ 8,190円
581～ 600㎞ 9,030円

1,081～1,120㎞ 12,810円
1,121～1,160㎞ 13,130円
1,161～1,200㎞ 13,440円
1,201～1,240㎞ 13,760円

北海道内加算額
261㎞以上 310円

札幌駅 函館駅 営業キロ 318.7㎞
五稜郭駅 函館駅 営業キロ（片道） 3.4㎞
札幌駅 中小国駅 営業キロ 447.7㎞
函館駅 八戸駅 営業キロ 256.4㎞

運賃計算キロ 272.1㎞
八戸駅 盛岡駅 営業キロ 96.6㎞
盛岡駅 東京駅 営業キロ 535.3㎞

〈他社の運賃〉

盛岡駅 目時駅（ＩＧＲいわて銀河鉄道）2,300円
目時駅 八戸駅（青い森鉄道） 660円

〈ＪＲの在来線及び新幹線通常期普通車指定席特急料金〉

札幌駅 函館駅（スーパー北斗） 3,030円
函館駅 八戸駅（白鳥） 2,400円
八戸駅 東京駅（はやて） 6,000円
上野駅 洞 駅（他社線経由・寝台利用）2,150円
洞 駅 札幌駅（スーパー北斗） 2,610円

Ｂ寝台料金（上野駅 洞 駅） 6,300円

〈他社の特急料金〉

盛岡駅 目時駅（ＩＧＲいわて銀河鉄道） 490円
目時駅 八戸駅（青い森鉄道） 250円
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[設 問〕

(1) ＪＲ区間（経由する他社の「盛岡駅－八戸駅」間を含む。）における20人分の団体旅客運賃算出方
法で正しいものはどれか。

ア唖(318.7＋272.1＋96.6＋535.3)－(3.4＋3.4)＝1,215.9㎞ → 13,760 ①
(535.3＋272.1＋318.7)－(3.4＋3.4)＝1,119.3㎞ → 12,810 ②
2,300＋660＝2,960 ③
(①＋②)×(1－0.15)＝22,584.5 → は

・

数整理 → 22,580 ④
(③＋④)×20 合計 510,800円

イ唖(318.7＋272.1＋96.6＋535.3)－(3.4＋3.4)＝1,215.9㎞ → 13,760＋310＝14,070 ①
(535.3＋272.1＋318.7)－(3.4＋3.4)＝1,119.3㎞ → 12,810＋310＝13,120 ②
2,300＋660＝2,960 ③
(①＋②)×(1－0.15)＝23,111.5 → は

・

数整理 → 23,110 ④
(③＋④)×20 合計 521,400円

ウ唖(318.7＋272.1＋96.6＋535.3)－(3.4＋3.4)＝1,215.9㎞ → 13,760 ①
(535.3＋272.1＋318.7)－(3.4＋3.4)＝1,119.3㎞ → 12,810 ②
2,300＋660＝2,960 ③
①×(1－0.1)＝12,384 → は

・

数整理 → 12,380 ④
②×(1－0.15)＝10,888.5 → は

・

数整理 → 10,880 ⑤
(③＋④＋⑤)×20 合計 524,400円

エ唖(318.7＋272.1＋96.6＋535.3)－(3.4＋3.4)＝1,215.9㎞ → 13,760＋310＝14,070 ①
535.3㎞ → 8,190 ②
(272.1＋318.7)－(3.4＋3.4)＝584.0㎞ → 9,030＋310＝9,340 ③
2,300＋660＝2,960 ④
(①＋②＋③)×(1－0.15)＝26,860 ⑤

(④＋⑤)×20 合計 596,400円
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(2) ＪＲ区間（経由する他社の「盛岡駅－八戸駅」間を含む。）における大人1人当たりの料金算出方
法で正しいものはどれか。

ア唖(3,030－510)÷2＝1,260 ①
2,400÷2＝1,200 ②
6,000－200＝5,800 ③
2,150＋(490＋250)＝2,890 ④
6,300－200＝6,100 ⑤
2,610－200＝2,410 ⑥

(①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥) 合計 19,660円

イ唖(3,030－510)÷2＝1,260 ①
(2,400＋200)÷2＝1,300 ②
6,000 ③
2,150＋(490＋250)＝2,890 ④
6,300 ⑤
2,610 ⑥

(①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥) 合計 20,360円

ウ唖3,030－510＝2,520 ①
2,400÷2＝1,200 ②
6,000－200＝5,800 ③
2,150＋(490＋250)＝2,890 ④
6,300－200＝6,100 ⑤
2,610 ⑥

(①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥) 合計 21,120円

エ唖3,030－510＝2,520 ①
(2,400＋200)÷2＝1,300 ②
6,000 ③
2,150＋(490＋250)＝2,890 ④
6,300 ⑤
2,610－200＝2,410 ⑥

(①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥) 合計 21,420円
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2唖30人の団体が1泊で旅行を実施した。資料に基づき、宿泊地の旅館に支払った費用の算出方法で正し
いものを1つ選びなさい。

〈資料〉
基本宿泊料（1泊2食付） 1人当たり 14,000円
追加料理代（海鮮盛り） 4皿分 60,000円
飲物代（サービス料を含む。) 30人分 52,000円
入湯税 1人当たり 150円
（注）この旅館のサービス料は10％である。また入湯税以外の諸税は含まれていない。

ア唖�14,000＋(14,000×0.1)�×30＝462,000 ①
60,000 ②
52,000 ③
(①＋②＋③)×0.05＝28,700 ④
150×30＝4,500 ⑤

(①＋②＋③＋④＋⑤) 合計 607,200円

イ唖�14,000＋(14,000×0.1)�×30＝462,000 ①
60,000 ②
52,000 ③
150×30＝4,500 ④
(①＋②＋③＋④)×0.05＝28,925 ⑤

(①＋②＋③＋④＋⑤) 合計 607,425円

ウ唖�14,000＋(14,000×0.1)�×30＝462,000 ①
60,000＋(60,000×0.1)＝66,000 ②
52,000 ③
(①＋②＋③)×0.05＝29,000 ④
150×30＝4,500 ⑤

(①＋②＋③＋④＋⑤) 合計 613,500円

エ唖�14,000＋(14,000×0.1)�×30＝462,000 ①
60,000＋(60,000×0.1)＝66,000 ②
52,000 ③
150×30＝4,500 ④
(①＋②＋③＋④)×0.05＝29,225 ⑤

(①＋②＋③＋④＋⑤) 合計 613,725円
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3唖次の設問について、該当する答をそれぞれ1つ選びなさい。

(1) 募集型企画旅行契約に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。
(注）標準旅行業約款によるものとする。

ア唖夫婦でツアーの参加の申込みをし、旅行会社から最終日程表を受領した後、旅行日の前日に妻の
実家の母親が亡くなった。これを理由として、旅行者は取消料を支払わずに契約を解除することが
できる。
イ唖契約済みの参加予定旅行者から足に怪我をしてしまったので、行程を自分のペースに合わせるよ
う要求された場合、旅行会社は契約を解除することができる。
ウ唖出発日の前夜からの大雨と台風接近の情報があり、旅行会社は契約書面に記載した旅行日程に
従った旅行の安全かつ円滑な実施が不可能になる可能性が極めて大きいと判断し、出発当日の朝に
旅行の中止を決定し旅行者との契約を解除した。
エ唖旅程保証制度による変更補償金の支払いの必要が生じたので、旅行会社は参加した旅行者に対し
て、変更補償金を旅行が終了した日から21日目に支払った。

(2) 次の記述について、正しいものはどれか。
(注）標準旅行業約款によるものとする。

旅行代金100,000円の企画旅行に参加しました。契約書面には「Ａレストランでのディナーショー」
と記載されていたので楽しみにしていましたが、当日、Ａレストランによるオーバーブッキングのた
め「Ｂレストランでのマジックショー」に変更となり、仕方なく「Ｂレストランでのマジック
ショー」に参加しました。添乗員からは「レストランのミスで変更となったが、変更補償金が支払わ
れます。」との説明がありました。
この場合、変更補償金の額はいくらになるか。

ア唖1,000円 イ唖1,500円 ウ唖2,000円 エ唖2,500円

(3) 貸切バスに関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。
(注）一般貸切旅客自動車運送事業標準運送約款によるものとする。

ア唖バスを利用した日帰り旅行において、契約責任者の自己都合により配車日の10日前に契約を解除
したため、後日、バス会社は、所定の運賃・料金の20％に相当する額の違約料を契約責任者に請求
した。
イ唖午前8：30に配車し午前8：40に出発する予定が、旅客からバス会社に対して連絡がなく、出発予定
時刻を過ぎても誰も来なかったため、運送のすべてが終了したものとみなし、午前9：00にバスは営
業所に戻るために発車した。
ウ唖バスを利用した旅行において集合の時点で既に泥酔し、他の旅行者に迷惑をかける恐れのある者
がいたので、その者のバスへの乗車を拒否した。
エ唖バスを利用した日帰り旅行において最初の目的地へ向かう途中にバスが故障してしまい、旅行を
中止した。バス会社は、既に収受した運賃及び料金の全額を払い戻した。
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(4) 船便の指定されたフェリー乗船券代15,000円について、旅行者（1名）が自己の都合により発航日
の前日に払い戻しを請求した。この場合の払い戻し手数料はいくらか。
(注）フェリー標準運送約款によるものとする。

ア唖200円 イ唖1,500円 ウ唖3,000円 エ唖4,500円

(5) 次の空港名と空港コードとの組み合わせのうち、誤っているものはどれか。

ア唖神戸空港 ＫＢＥ
イ唖仙台空港 ＳＤＪ
ウ唖高知空港 ＫＣＺ
エ唖女満別空港 ＭＭＢ

(6) 国内航空2社（日本航空、全日空）に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

ア唖既に購入済みの航空券または航空引換証の払戻しを受けるときは、規定の取消手数料の他に航空
券または航空引換証1枚につき420円の払戻手数料が必要である。
イ唖8月31日搭乗の航空券の発売開始日は7月1日である。
ウ唖搭乗日当日に空席がある場合、満12歳以上22歳未満のスカイメイト会員に対する割引制度が適用
される。
エ唖携帯電話の使用は、航空機の離着陸時はもとより飛行中も禁止されている。

(7) 大人1人と幼児1人が次の行程で旅行を実施した。幼児に対するＪＲ運賃・料金に関する次の記述
のうち、正しいものはどれか。
なお、幼児1人は、東海道新幹線ひかりの指定席を占有するものとする。

関西空港駅
在来線特急はるか

普通車自由席
新大阪駅

東海道新幹線ひかり

普通車指定席
東京駅

ア唖運賃適用区間は、新大阪駅～東京駅間となる。在来線特急はるかの特急料金は、乗継割引された
小児自由席特急料金が適用される。東海道新幹線ひかりの特急料金は、小児指定席特急料金が適用
される。
イ唖運賃適用区間は、新大阪駅～東京駅間となる。在来線特急はるかの特急料金は、不要となる。東
海道新幹線ひかりの特急料金は、小児指定席特急料金が適用される。
ウ唖運賃適用区間は、関西空港駅～東京駅間となる。在来線特急はるかの特急料金は、不要となる。
東海道新幹線ひかりの特急料金は、小児指定席特急料金が適用される。
エ唖運賃適用区間は、関西空港駅～東京駅間となる。在来線特急はるかの特急料金は、小児自由席特
急料金が適用される。東海道新幹線ひかりの特急料金は、小児指定席特急料金が適用される。
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(8) ＪＲの特急料金の乗継割引に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。
なお、いずれも最初の列車の乗車日に乗り継ぐものとする。

ア唖金沢駅
北越

在来線特急
長岡駅

とき

上越新幹線
東京駅

のぞみ

東海道・山陽新幹線
小倉駅

ソニック

在来線特急
大分駅

◇北越及びソニックに割引が適用される。

イ唖福井駅
雷鳥

在来線特急
京都駅

ひかり

東海道・山陽新幹線
博多駅

リレーつばめ

在来線特急
新八代駅

つばめ

九州新幹線
鹿児島中央駅

◇雷鳥及びリレーつばめに割引が適用される。

ウ唖東京駅
こまち

秋田新幹線
秋田駅

かもしか

在来線特急
青森駅

スーパー白鳥

在来線特急
五稜郭駅

◇かもしか及びスーパー白鳥に割引が適用される。

エ唖長崎駅
あかつき

在来線寝台特急
京都駅

のぞみ

東海道新幹線
名古屋駅

(ワイドビュー）ひだ

在来線特急
高山駅

（特急料金3,150円） （特急料金2,610円）

◇（ワイドビュー）ひだに割引が適用される。

(9) ホテル（旅館）に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。
(注）モデル宿泊約款によるものとする。

ア唖1人で7日間滞在予定の宿泊者が、旅館に電話で申込みをし承諾を得た。その際に申込金とし
て、宿泊日数の6泊分のうち4泊分の宿泊代金を、宿泊日の前日までに旅館の指定する金融機関に
振込むよう指示された。
イ唖宿泊日の50日前に旅館と契約した30人の団体客が、宿泊日の10日前に2人の不参加が決まったの
で、すぐにその旨を旅館へ連絡したら、2人分の違約金の支払いを請求された。
ウ唖6泊の契約をした旅行者が、自己の都合で宿泊日数を2泊に短縮した場合、4泊分の違約金の支
払いが必要である。
エ唖デジタルカメラがロビーに置き忘れられていたのを、旅館の従業員が発見した。しかし、発見し
た日から7日を経過しても所有者が判明しなかったため、翌日に最寄りの警察署に届けた。
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4唖次の設問について該当する答を、それぞれ1つ選びなさい。

(1) 423.4ｍの水深が日本一を誇る湖であり、湖岸の潟尻に建つ伝説を秘めた「たつこ像」が、訪れる
観光客に親しまれている湖はどれか。

ア唖洞 湖 イ唖十和田湖 ウ唖田沢湖 エ唖摩周湖

(2) 北関東の東部にある久慈川支流の名瀑として知られ、四度ノ滝とも呼ばれる。厳冬期には巨大な氷
瀑となることでも知られる滝はどれか。

ア唖吹割の滝 イ唖華厳の滝 ウ唖称名の滝 エ唖袋田の滝

(3) 北海道最東端の岬として人気の観光名所であり、灯台周辺から国後島など北方領土の島々が一望で
きる岬はどれか。

ア唖納沙布岬 イ唖襟裳岬 ウ唖宗谷岬 エ唖神威岬

5唖次の各観光地とＪＲの最寄り駅の組合せのうち、最寄り駅が所在する路線名を下記の語群からそれぞ
れ1つ選びなさい。

(1) 醍醐寺 山科駅
(2) 青の洞門 中津駅
(3) 羽黒山 鶴岡駅
(4) 鞆の浦 福山駅

〔語 群〕
ア唖羽越本線 イ唖日豊本線 ウ唖中央本線 エ唖東海道本線
オ唖山陰本線 カ唖奥羽本線 キ唖山陽本線 ク唖美弥線
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6唖次の設問について該当する答を、それぞれ1つ選びなさい。

(1) 次の温泉地と陶磁器の組合せのうち、同じ都道府県にないものはどれか。

ア唖湯西川温泉 益子焼
イ唖月岡温泉 無名異焼
ウ唖雄琴温泉 信楽焼
エ唖湯郷温泉 大谷焼

(2) 次の城と名産品の組合せのうち、同じ都道府県にないものはどれか。

ア唖鶴ヶ城 小千谷ちぢみ
イ唖宇和島城 今治タオル
ウ唖小倉城 久留米絣
エ唖首里城 紅型

7唖次の設問について該当する答を、それぞれ1つ選びなさい。

(1) 次の渓谷・峡谷と高原と寺社の組合せのうち、すべてが同じ都道府県にあるものはどれか。

ア唖赤目渓谷 葛城高原 伊勢神宮
イ唖高千穂峡 えびの高原 鵜戸神宮
ウ唖長門峡 秋吉台 吉備津神社
エ唖寸又峡 美ヶ原高原 諏訪大社

(2) 次の岬と海岸と遺跡・古墳の組合せのうち、すべてが同じ都道府県にあるものはどれか。

ア唖塩屋埼 九十九里浜 加曽利貝塚
イ唖日御碕 白兎海岸 藤ノ木古墳
ウ唖都井岬 虹の松原 西都原古墳群
エ唖御前崎 三保の松原 登呂遺跡

(3) 次の民謡と民芸品と郷土料理の組合せのうち、すべてが同じ都道府県にあるものはどれか。

ア唖おてもやん 山鹿灯籠 からしれんこん
イ唖斉太郎節 南部鉄器 わんこそば
ウ唖金毘羅船々 丸亀うちわ ままかり
エ唖ちゃっきり節 甲州印伝 安倍川餅
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8唖次の祭・行事の開催月について に該当する答を、下記の語群からそれぞれ1つ選びなさ
い。

(祭り・行事) (開催月) (都道府県）
(1) 弘前ねぷたまつり 青森県

(2) 東大寺修二会 奈良県

(3) 長崎くんち 長崎県

(4) 百万石まつり 石川県

〔語 群〕
ア唖1月 イ唖2月 ウ唖3月 エ唖4月 オ唖5月 カ唖6月
キ唖7月 ク唖8月 ケ唖9月 コ唖10月 サ唖11月 シ唖12月

9唖文学の舞台に関する次の設問について該当する答を、それぞれ1つ選びなさい。

(1) 穂高連峰や焼岳、霞沢岳などの峰々に囲まれ、『芥川龍之介』の小説「河童」の舞台として知られ、
大正池から河童橋に至る散策コースが人気の観光地はどれか。

ア唖天城峠 イ唖上高地 ウ唖鈴鹿峠 エ唖日本平

(2) 瀬戸内海国立公園内にあり、『壺井栄』の小説「二十四の瞳」の舞台となり、日本のオリーブ発祥
の地としても知られる島はどれか。

ア唖因島 イ唖小豆島 ウ唖生口島 エ唖淡路島

(3) 奈良県大台ヶ原に発して和歌山県北部を西流し、『有吉佐和子』の小説でも知られ、古くから吉野
材のいかだ流しに利用されてきた川はどれか。

ア唖紀ノ川 イ唖長良川 ウ唖木曽川 エ唖淀川

(4) 兵庫県北部に位置し、奈良時代に発見されたといわれる古くからの温泉地であり、数多くの著名な
文人が来訪し、特に『志賀直哉』の小説でも知られる温泉はどれか。

ア唖三朝温泉 イ唖奥津温泉 ウ唖湯原温泉 エ唖城崎温泉
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10唖次の に該当する答を、それぞれ1つ選びなさい。

(1) は、桃山式の回遊庭園であり、成趣園とも呼ばれる。東海道五十三次を模したといわれ
る庭園には、湖に見立てた池が配され、ゆるやかな起伏の築山とともに、庭園美を楽しめる。

ア唖龍安寺石庭 イ唖栗林公園 ウ唖水前寺公園 エ唖磯公園

(2) 鳥取県の浜村温泉は、民謡 で有名な温泉郷で、豊富な湯量と美しい海辺が自慢の観光地
であり、海岸では早朝に地引網も楽しめる。

ア唖貝殻節 イ唖串本節 ウ唖デカンショ節 エ唖安来節

(3) 中山道の旧宿場町である は、島崎藤村の生地として知られ、宿場町時代のおもかげをよ
く残し、藤村記念館がある。

ア唖妻籠 イ唖上松 ウ唖木曽福島 エ唖馬籠

(4) は、安政元年（1854年）に水不足に悩む矢部郷の開発のために造られた日本最大の水路
橋で、約20ｍの高さから放水される様子は豪快である。当時の最新技術を集めたこの橋は、「肥後の
石工」の代表作である。

ア唖眼鏡橋 イ唖通潤橋 ウ唖はりまや橋 エ唖谷瀬の吊り橋

(5) 平成5年に世界遺産リストに掲載された は、世界最大級のブナ林が広がる山々で、世界
遺産登録の前年に、国の自然環境保全地域にも指定された。

ア唖紀伊山地の霊場と参詣道 イ唖白神山地 ウ唖知床 エ唖屋久島

- 29 -



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


	rei3: ク．美祢線


